
（独）日本貿易振興機構（ジェトロ） ジュネーブ事務所
基準認証部長 小谷由紀子

ISO/IEC JSAG on Gender responsive standards メンバー
（ジェンダー視点を取り入れた規格に関するISO/IEC合同戦略諮問グループ）

なぜなに：
規格とジェンダー
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本日の内容

1. なぜいま
ジェンダー？

2. 規格との関係
は？

3. 規格開発との
関係は？

4. エキスパート
への影響は？

5. ジェンダーを
語る標準化団体
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1. なぜいま
ジェンダー？

•国連の議論がきっかけ

•標準化機関も初期から議論に関与

• 主流化に向けて議論がじわじわと
進む
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• UNECE（国際連合欧州経済委員会）が2016年
に始めたイニシアティブが契機。

• イニシアティブは、ジェンダー視点を取り入れ
た規格、規格開発を根付かせるために活動を開
始。（SDG5を意識）。初期からBSI（英）、
SIS（瑞）、ISO、IECなどが関与。
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• 2019年「ジェンダー視点を取り入れた規格と規
格開発のための宣言」を作成

• この宣言に国際・地域・国家標準化機関が署名。
ISO、IEC、CEN-CENELEC、BSI（英）、DIN

（独）、NEN（蘭）、AENOR（西）、AFNOR
（仏）、SIS（瑞）、SCC（加）、BIS（印）、
SABS（南ア）など。
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カナダ標準化機関（SCC）の研究報告書
• When One Size Does Not Protect All: Understanding Why Gender Matters for 

Standardization（2020年）
（ワンサイズが全員を守れないとき：なぜ標準化にとってジェンダーが重要か）

・106か国のデータを使ったクロス・リサーチ
・健康・安全の規格は必ずしもジェンダーニュートラルではない

例 新型コロナにおける個人用防護具（PPE）
→主に男性の使用を想定して作られており、最小サイズでも女性に合わず、新型

コロナの医療現場で働く女性の多くが危険にさらされたと言われる
（英国BBCの報道など）
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https://www.scc.ca/en/about-scc/publications/general/when-one-size-does-not-protect-all


ISOの関連活動

ジェンダーアクションプランの策定（2019年）
→ ５つの優先分野を設定

• ジェンダー構成のデータを収集（NSB CEO、専門委員会）
• ベストプラクティス、ケーススタディを収集
• 既存ISO規格のジェンダー視点を評価
• ジェンダー視点を取り入れた規格のアウェアネスを向上
• 長期目標を策定
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IECの関連活動

多様性宣言（Diversity Statement）の発表（2020年）
https://www.iec.ch/basecamp/diversity-statement

IEC標準化に携わる女性を特集（2021年）
→ "Women in standardization"

https://www.iec.ch/women-iec
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https://www.iec.ch/basecamp/diversity-statement


ISO/IEC ：合同グループの設置（2020年）
ISO/IEC JSAG on gender responsive standards
（ジェンダー視点を取り入れた規格に関するISO/IEC合同戦略諮問グループ）

国家標準化機関
▶欧州 ： AFNOR（仏）、 BSI（英）、 DIN（独）、SIS（スウェーデン）、

SN（ノルウェー）
▶北米 ： ANSI（米）、 SCC（加）
▶アジア： JISC（日）、 KATS（韓）

その他（研究者、研究機関など）：英、米、加、仏 ※下線：コンビーナ

ミッション：規格にジェンダー視点を持たせるための様々なツールを作成
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2. 規格との
関係は？

・新しい規格を提案するとき、
その規格がサポートするSDGsは
どれかを聞かれる（e.g. ISO Form 4）

・その選択肢のひとつに「GOAL 5
（ジェンダー平等）」がある

・176のISO規格がGOAL 5に関連
・ただしジェンダー平等にのみ資する
ISO規格はほぼ無い

（例外 IWA 34:2021 女性の起業 - 重要な定義と
一般的な基準)
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ジェンダーの視点を取り入れた規格
（gender-responsive standards)

• ジェンダーの視点を取り入れた規格とは、物理的な性差、
役割の性差があることを踏まえ、かつ男女のニーズに等しく
対応する規格。

(＊ISO/IEC JSAGによる定義：2021年9月現在)
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物理的な性差

▶生物学的な要素など

・平均身長、体重...
・握力、脚力...
・ホルモン値 ...

12Copyright 2021 JETRO Geneva. All Rights Reserved.



役割の性差

▶社会的、文化的な要素など

- 特定の職業
- 育児
- 家事（例：井戸の水汲み）

その他（服装など）
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※ ジェンダー・ニュートラルとの違い

• Gender-responsive （ジェンダー・リスポンシブ）
→ 性差があることを前提に、双方のニーズに答える

例 ・男性・女性のダミー人形を両方使って安全テストを行う
・男性と女性それぞれに適した医療用マスクを設計、製造する

• Gender-neutral（ジェンダー・ニュートラル）
→ 性差をなくす、性別にとらわれない
例 ・ユニセックスの洋服を作る

・議長 →「chairman」から「chair(person)」に変える
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ジェンダー
の定義

• ISO/IEC JSAGでは主に生物学的な「男性と女性」の
バイナリーでひとまず決着

• ただしメンバーの意見は分かれている。いずれは定義
が拡大する可能性がある

その他の問い
Q. 多様性とインクルージョンの視点をどうする？

→バイナリーを超えた議論、LGBTQなど
Q. 地域・国ごとに異なる文化の視点をどうする？
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3. 規格開発と
の関係は？

• ISO/IECでジェンダー視点を取り入れる
ための仕組みやガイダンス文書はない

→ JSAGがこれらの提案を作成中

「誰が・いつ」の問題
→委員会にジェンダー専門家がいるとは

限らない。誰が議論をリードするか
→規格作りは長期にわたる。どの開発段階で

ジェンダー視点を持つのか
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エキスパートの意見は、さまざま

前向きな意見

厳しい意見

etc.
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戦略諮問グループの意見も多様

・TC/SC（委員会）の男女比

・ジェンダー視点を考える開発段階 etc.

・アウェアネス向上が課題であることは共通認識
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4. エキスパート
への影響は？

•規格の内容
→全ての規格にはジェンダー視点を

持つ余地があるという前提
（実際にはそう単純ではない？）

•規格開発プロセス
→議論が継続中。いまのところ規格

開発プロセス自体に影響するような
具体案は出ていない。

「どの開発段階が効果的か」の議論
はある

• TC/SC（委員会）の男女比
→ISO/IECで公の議論はない。

ただし国内で議論する国もある
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5. ジェンダーを
語る標準化団体

• 女性を含めた、より多様なステークホル
ダーの参加を目指す欧州

• ここ最近、特に欧州・北米の標準化団体
の女性リーダーが増加
→SNSを通じた啓蒙も活発

• 男性リーダーがジェンダー平等を
重要テーマとして語り始めている

気候変動 イノベー
ション

レジリエ
ンス

ジェンダー
平等

デジタル
化
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ジェンダーに関する調査や取り組みが進む

・アメリカ国立標準技術研究所（NIST）
"Survey on Gender, Equity and Inclusion" (2021年)
（ジェンダー、平等、インクルージョンに関する調査）※内部職員向け

・ASTM International
"Diversity & Inclusion within ASTM International " ※PRパンフレット
（ASTMインターナショナルにおける多様性とインクルージョン）
→専門委員会 取り組みの紹介 例 女性向けの昼食会・カクテルアワー
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今後の課題

・実態を知る（データ収集、研究など）
例）標準化委員会の男女比率、国際幹事、議長、コンビーナの男女比率

・より広いステークホルダーの意見を掴む
例）エキスパートのほか、産業界、学界、政府、消費者 etc.

・標準化ニーズを探る
例）新規分野の発見；既存分野のジェンダー視点 獲得

・ジェンダー視点を広める（アウェアネス）
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ご清聴ありがとうございました
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